
参考１　【固定資産税の計算例】

※以下の計算例はあくまで参考です。詳しくは、各市町の固定資産税担当課にお問い合わせ下さい。

（固定資産税対象設備の概要）

取得価額（円） 8,661,600 ← （仮に35万/kWで価格を設定）

耐用年数（年） 17 ← （太陽光・風力は１７年、小水力は２２年）

減価率 0.127 ← （固定資産評価基準　別表第１５より、耐用年数17年の場合0.127、22年の場合0.099）

税率（％） 8

１．太陽光発電等設備の評価額の計算方法

初年度と次年度以降について、以下の計算により評価額を求める。

・初年度評価額　　　： 取得価額×（１－減価率×０．５） ← （取得した月にかかわらず、半年分を償却）　

・次年度以降評価額： 前年度評価額×（１－減価率）

１～１０年目 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 １０年目

設備の評価額（円） 8,111,589 7,081,418 6,182,078 5,396,955 4,711,542 4,113,177 3,590,804 3,134,772 2,736,656 2,389,101

１１～２０年目 １１年目 １２年目 １３年目 １４年目 １５年目 １６年目 １７年目 １８年目 １９年目 ２０年目

設備の評価額（円） 2,085,686 1,820,804 1,589,562 1,387,688 1,211,452 1,057,598 923,284 806,027 703,662 614,297

２．固定資産税算出のための評価額の計算方法

「１」で求めた設備の評価額について、以下の計算により固定資産税算出のための評価額を求める。

・初年度から３年間は再エネ発電設備に係る固定資産税の軽減措置により、「１」で求めた評価額の２／３となる。（ただし、１０ｋＷ未満の太陽光発電を除く。）

・「１」で求めた評価額が１５０万円以下となった場合、非課税となるため、０とする。（ただし、取得価額が３，０００万円以上の場合は取扱が異なるので、要確認。）

・１，０００円未満は切り捨てる。

１～１０年目 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 １０年目

税算出のための評価額（円） 5,407,000 4,720,000 4,121,000 5,396,000 4,711,000 4,113,000 3,590,000 3,134,000 2,736,000 2,389,000

１１～２０年目 １１年目 １２年目 １３年目 １４年目 １５年目 １６年目 １７年目 １８年目 １９年目 ２０年目

税算出のための評価額（円） 2,085,000 1,820,000 1,589,000 0 0 0 0 0 0 0

３．固定資産税の計算方法

・塗りつぶした数値は自動計算になっています。その他の数値（赤色の四角囲み内）は直接数値を入力するようになっています。
・黄色で塗りつぶした数値はシート「記載例別紙１」の表中「固定資産税」の行に反映されている数値です。



「２」で求めた税算出のための評価額に固定資産の税率１．４％を乗じて、税額を求める。（１００円未満は切り捨て）

１～１０年目 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 １０年目

固定資産税の金額（円） 75,600 66,000 57,600 75,500 65,900 57,500 50,200 43,800 38,300 33,400

１１～２０年目 １１年目 １２年目 １３年目 １４年目 １５年目 １６年目 １７年目 １８年目 １９年目 ２０年目

固定資産税の金額（円） 29,100 25,400 22,200 0 0 0 0 0 0 0


